
5/29近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
3２クール日報（5月2７日～６月2日）
	報告日
天気
	5月29日（火）晴
気温：（13～15℃）
	報告者
	奈良県社協　浅井　智子
※文中チームメンバー敬称略

	VCの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー
	【32】田中（彦根市）・北尾（京都府）・嶋崎（京丹後市）・矢城（大阪府）・本庄（摂津市）・
町田（堺市）・吉田（兵庫県）・新開（伊丹市）・永井（丹波市）・田口（葛城市）・田中（和歌山市）・浅井（奈良県）

	役割分担
	運営支援（有森→浅井）、マッチング（喜田・田中・増田→北尾・永井・町田）、車両マッチング（山極・狩野→田口・新開）、Ｖ受付・資材（三木→矢城）、現地調査（浅井・竹田・笹岡→吉田・田中・本庄）

	
	7:15 宿舎出発
8:00 センター着・準備開始
8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
     現地調査開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:00本部で活動者報告受付（順次対応）
17:40 終礼・翌日準備
19:00 センター出発 
19:10 宿舎到着　
	<本部以外の動き>
仮仮置場（美術館駐車場）（5月20日～6月4日）

	報告事項

	●新規受付：　11件
　現地調査：一般26件、技術1件計27件（マッチング23件、キャンセル3件、即対応1件）
●マッチング担当
・上記の状況の通り。
●現地調査担当
・七尾市社協3名、丸亀市3名、近ブロ3名　計9名体制

	今後の主な予定
	●5月29日でテント村が閉村。5月30日からは県Ｖの現地集合型（２カ所の駐車場からシャトルバス運行）が開始される予定。加えて6月3日からは県Ｖ大型バスも運行予定。合計100名の定員だが、土日以外はボランティアの数が減少する見込み。
●5月31日で大田集積所が閉鎖。6月1日から7月31日まで和倉集積所のみの稼働。受入可能日については火・水・土・日のみであり、一般の方は罹災証明等の原本書類提示が必須となるがＶＣの利用についての証明は調整中。また、受入不可日の月・水・金の対応としてリサイクルセンターの利用を打診しているが未定（使用可能となったとしても木材等一部の品目のみの受入）
●現在の仮仮置き場である七尾市美術館については6月4日を持って閉鎖。5日以降の次の場
所は未定。次の仮仮置き場は中島、田鶴浜に残ニーズが多いためその地区の集中支援のために中島地区内で調整中だが未定。

	調整課題
・所感等
	・天候に恵まれ、テント村ボランティアさん、京都府ボラバス、大阪府社協Ｖワゴンの皆さんにより、支援活動を行っていただく。エリアを意識したマッチングを準備していたので、
１チームで複数個所を対応いただくなど、多くのニーズに対応いただけた。
・テント村の閉村式により帰着時間を早めたチームがあり、多くの家財等がトラックに積み残
しとなり、翌日朝から仮置場等へ持ち込むこととなった。
・マッチングで数の読み違いがあり案件が不足したり、和倉仮置場の受付時間を勘違いしてボランティアさんに引き返していただくことになったり、本来受入不可の家財等を回収してしまいご依頼者宅へ返却したり混乱する場面もあった。臨機応変な対応と同時に、丁寧な調整を心がけたい。
・資材班より、回収不能となった廃棄物が一部センターに滞留しており、定期的に整理が必要とのことで、明日以降応援しながら対応することとなった。

	その他
	・調整中となっていた6月1日からの廃棄物仮置場の取扱い変更に伴う災害ＶＣの運営方針について、朝から石川県社協・支援Ｐ（香川大学）と相談。お二人から七尾市の状況及び方針等について確認いただくこととなる。
【石川県社協を通じて回答いただいた七尾市の方針】は、以下のとおり。
・七尾市長の最終判断を待っているところだが、七尾市災害ＶＣとしてはこれまでどおり被災者のニーズに対応していく方針である（対象者を限定したり、これまで受付したニーズを断ることはしない、被災者には平等に対応したい）。
・そのため、近畿ブロックの皆さんには、これまでどおり災害ＶＣの運営をお願いしたい。
　残ニーズが６月末で収束するとは到底考えられないので、目標値はあくまで目安。
・ニーズ受付自体は減少しているので、対象者は限定しない（罹災証明等の有無は問わない）、
　和倉仮置場が6月1日より火木土日になることは変えられないが、それ以外の曜日は仮仮置場にためておくことで対応したい（代替のリサイクルセンターの話は進んでいない）。
・現在の仮仮置場である七尾市美術館については、6月4日までとなっているが、そのまま使用してもらって構わない。加えて多くの案件を残している中島地区等について、新たな仮仮置場を設置する方向で調整を進めている。
・以上の方向で市長の最終判断待ち。災害ＶＣは被災者ニーズを優先して支援。
【今後の災害ＶＣ運営に関する調整状況】は、以下のとおり。
・ブロック派遣が終了となる6月末に向けて、６月からは徐々に地元の団体等の協力を得ながら運営する方向で調整を進めており、防災士会、施設協議会等を含めて、早ければ６月２週目あたりから運営に関わっていただく予定。さらに、７月以降は、県内市町社協から２～３名の応援をいただくよう調整を進めている。
【32クールとして】
・上記の方針を共有した上で、保留になっていた６月３日以降のマッチングを再開することとする。加えてかねてより引継ぎをうけた中島地区・田鶴浜地区でマッチング待ちになっている大量の案件については、特化日（エリア対応）を設定できるよう調整中。（時期は未定）




